
令和２年度職員危機管理研修業務委託仕様書 

１ 委託業務名 

   令和２年度職員危機管理研修業務委託 

 

２ 事業の目的 

   三重県の危機管理の推進を図るためには、危機の兆候を的確に察知し、適切な未然防止

対策や迅速な危機発生時の対応を行える人材の育成が必要である。このため本事業では、

危機管理に関する研修を体系的に実施することにより、三重県職員の危機管理意識の定着

を図るとともに、それぞれの職務で求められる危機発生時の対応能力の向上を図る。 

 

３ 委託業務の内容 

（１） 研修用資料の作成 

（２）に記載する研修において使用する資料について、各研修実施日の 1 か月前までに

案を三重県防災対策部危機管理課（以下「県」という。）へ提出し、協議を行うものとする。

また、協議の完了した各研修の資料は、各研修実施日の１４日前を目安に県へ提出する。 

 

（２） 研修の実施 

①  研修の実施日時、実施場所等 

研修名 実施予定日時（※） 

研修回数 
参考 

(受講予定者数) 
※概数 

実施場所 １研修あ
たりの時

間数 

新任所属長 
研修 

令和２年 
１１月 ４日（水） 

（13:30～16:30） 
１１月 ５日（木） 

（9:00～12:00） 
（13:30～16:30） 

３回 

９０名 

三重県勤労者福祉会館 
職員研修センター教室 
（三重県津市栄町１－
８９１） １８０分 

新任班長等 
研修 

 令和２年 
１１月 ９日（月） 

（13:00～16:00） 
１１月１０日（火） 

（13:00～16:00） 

２回 

１８０名 

・三重県勤労者福祉会館 
講堂 

（三重県津市栄町１－
８９１） 
・三重県庁講堂 １８０分 

  ※新型コロナウイルスの感染状況により、「実施予定日時が変更」または「研修が中止」と

なる場合がございます。変更となった場合も、新任所属長研修、新任班長等研修ともに

連続した２日間で研修日時を設定します。 

   また、万一、研修が中止となった場合の支払方法等は、別途受託者と協議します。 

 

② 講師の派遣 

・各研修に講師を１名以上派遣する。 

    ・講師は地方自治体の危機管理に精通し、事前に三重県の危機管理の取組を十分に理

解するよう努めること。 



 

③ 研修内容 

・「Ⅴ 研修内容」に示す内容は、あくまでも概要であり、企画提案書提出時には、よ

り効果的な研修実施のために有効な提案内容があれば盛り込むこと。 

・なお、「Ⅵ 提案を求める事項」に記載する内容については、必ず企画提案書へ盛り

込むこと。 

 

新任所属長研修 

Ⅰ 対象者 
令和２年４月１日に所属長（本庁の課長及び地域機関
の室長等）となった職員 

Ⅱ 研修方法・時間配分（目安） 
・講義形式（４０分） 
・グループワーク等の演習形式（１４０分） 

Ⅲ 研修時間・回数 １回１８０分の研修を３回 

Ⅳ 研修対象者の危機管理上の
役割 

【平常時の役割】 
○所属職員の危機管理意識の向上を図る。 

【危機発生時の役割】 
○所属（所属職員２０～３０人程度）を統括する役

割の職として危機対応にあたる。 

Ⅴ 研修内容 

① 平常時・危機発生時の役割や危機発生の初動期にお
いて必要な対応について理解する。 

② 所属長が各所属で実施する「危機管理意識向上の取
組」が、より実効性の高いものとなるよう、実施す
るためのポイントを学ぶ。（※１） 

③ 危機事案への対応演習 
地方自治体（主に都道府県）で直面しうる事案を 

もとに、危機事案発生時の所属長としての初動対応 
と報道対応（※２）について理解する。（演習） 

 
※１ 三重県では、所属長が、それぞれの職場におい

て、所属職員の危機管理意識向上を図るために、
「危機管理意識向上研修」を年１回以上実施する
こととなっている。 

   ≪参考資料「令和２年度 危機管理意識向上研修
の実施について」を参照≫ 

 
※２  報道対応では、模擬記者会見訓練を実施する。 



Ⅵ 提案を求める事項 

○「Ⅴ 研修内容」③の演習内容がイメージできる資
料（演習手順等） 

○「Ⅴ 研修内容」③の演習で扱う危機事案のシナリ
オの概要 

 

新任班長等研修 

Ⅰ 対象者 
令和２年４月１日に班長等（本庁の班長、地域機関の
課長等）となった職員 

Ⅱ 研修方法・時間配分（目安） 
・講義形式（７０分） 
・個人ワーク等の演習形式（１１０分） 

Ⅲ 研修時間・回数 １回１８０分の研修を２回 

Ⅳ 研修対象者の危機管理上の
役割 

【平常時の役割】 
○班内の業務にかかるリスクを理解し、未然防止の

ための対策を行う。 
【危機発生時の役割】 

○班の責任者として、班員（５～１０人程度）を束
ね危機対応にあたる。 

○危機事案等への対応において、所属長等の指示に
基づいて具体的な対応行動を実施する。 

Ⅴ 研修内容 

① 危機管理の全体像を理解する。 
② 平常時・危機発生時の役割や危機発生の初動期に

おいて必要な対応について理解する。 
③ 危機事案への対応演習 

地方自治体（主に都道府県）で発生する頻度が高
い事案をもとに、危機発生時の初動対応や報道対応
（※）について理解する。（演習） 
 

※ 報道対応では、ポジションペーパーの作成のポイ
ントを学習できる演習を実施する。 

Ⅵ 提案を求める事項 

○「Ⅴ 研修内容」③の演習内容がイメージできる資
料（演習手順等） 

○「Ⅴ 研修内容」③の演習で扱う危機事案のシナリ
オの概要 



④ 補足説明、参考 

 

  ○ 三重県庁 組織イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
４ 契約期間   

契約締結日から令和３年３月３１日まで 

 

５ 暴力団など排除 

（１）受託者は、業務の履行にあたって暴力団、暴力団関係者又は暴力団関係法人等（以

下「暴力団等」という。）による不当介入を受けたときは、次の義務を負うもの

とする。 

  ① 断固として不当介入を拒否すること。 

  ② 警察に通報するとともに捜査上必要な協力をすること。 

  ③ 県に報告すること。 

  ④ 業務の履行において、暴力団等による不当介入を受けたことにより工程、納期

等に遅れが生じる等の被害が生じるおそれがある場合は、県と協議を行うこと。 

（２）受託者が（１）の②又は③の義務を怠ったときは、三重県の締結する物件関係契

約からの暴力団等排除措置要綱第７条の規定により三重県物件関係落札資格停止

要綱に基づく落札資格停止等の措置を講じる。 

  

部長 
 

副部長 

 

次長 

 

次長 

班 

 
班 

 
班 

班員 班員 班員 班長 

 
班 

 
班 

課長 
（所属長） 

課長 
（所属長） 

 



 

６ その他 

（１）経費負担 

     本業務に関する経費等は、受託者において負担するものとする。 

但し、研修に使用する機材（特別なものを除く）は、県が用意する。 

また、研修で使用するレジュメ、資料等は、研修の主旨、目的を勘案して受託者

及び県双方で協議し、受託者において作成するものとするが、レジュメ、資料のコ

ピーについては県が行う。 

（２） 貸与物品 

三重県危機管理方針、三重県危機管理計画 

（３）成果品 

各研修で使用する研修資料にかかる電子ファイル（Word、Excel、Powerpoint

等による） 

 （４）成果品の権利 

     本業務により作成した成果品の著作権、特許権、使用権等の諸権利は、委託

者に帰属するものとする。 

（５）参考 

 みえの危機管理：http://www.pref.mie.lg.jp/D1BOUSAI/17117007896.htm 

（６）その他 

研修の実施にあたっては、「新しい生活様式」をふまえた研修の運営を行います。 

本仕様書に定めのない事項や疑義が生じたときは、受託者及び県で協議して決定

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
令和２年度 危機管理意識向上研修の実施について 

 
１．目的 
   職員の危機管理意識の向上を図るとともに、所属内における危機発生の未然防止や再発

防止に向けた対策の検討を行うため、課長（地域機関は室長）が課員（地域機関は室員）に

対して「危機管理意識向上研修」を実施する。 

 

２．危機管理意識向上研修の内容 
  （１）実施単位 

・本庁は課、地域機関は室単位で、それぞれ課長、室長が実施する。 

 （２）実施回数 

・課（地域機関は室）（以下「所属」という。）ごとに年１回以上実施する。 

・本来は、対面での話し合いによる実施を行うこととしているが、新型コロナウイルス感 

染症拡大阻止に向けて、職員同士の接触機会の低減を図る取組を進めている時期

であることから、所属の実情に応じた実施形態により工夫して行う。 

・令和２年度から始まった内部統制におけるリスクマネジメントシートの運用（各所属に

おけるシートの確定や進捗管理のための話し合い等）に合わせて研修を開催するなど、

より効率的な実施に努めることとする。 

 

  （３）研修の内容 

危機管理意識向上研修には、次の２テーマを盛り込むこと。 

なお、テーマ１（危機の芽（＝リスク）への対応）については、全ての所属

が研修に盛り込むこととし、テーマ２（発生してしまった危機への対応）につ

いては、今年度内に所属の所管する業務において危機事案が発生した所属は必

ず研修に盛り込むこととする。 

テーマ３（他所で起こった危機への対応）は、例年は必須としているが、令

和２年度に限り所属の判断により、必要に応じて研修に盛り込むこととする。 

 

テーマ 内容 対象所属 
【テーマ１】 
危機の芽（＝
リスク）への対
応 

・危機発生の未然防止に向けて、日常業務を行う中で気付
いたリスクやヒヤリハット事例について所属内で共有し、未然
防止策について話し合いを行う。 
■話し合いの結果を様式３「リスク対策検討シート」にまとめ
る。（※１） 

全所属 
（必須） 

【テーマ２】 
発 生 してしま
った危機への
対応 

・所属内で発生してしまった危機の再発防止に向けて、危機
が発生した原因や再発防止対策について話し合いを行う。 
・また、類似の危機が再度発生した場合に備えて、今回の危
機対応に問題がなかったかについて話し合いを行う。 
■話し合いの結果を様式４「危機事案に関する検証シート」
にまとめる。 

今 年 度 内 に 所
属の所管する業
務において危機
事案が発生した
所属は、必ず研
修に盛り込む。 

参考資料 



【テーマ３】 
他所で起こっ
た 危 機 へ の
対応 

・職員の危機に対する感度を高めるため、新聞などで報道さ
れた他所で発生した危機事例などを題材とし、本県で類似の
危機を起こさないための未然防止に向けた対策や、類似の
危機が発生した場合の対応について話し合いを行う。 
■話し合いの結果を様式５「危機事例研究シート」にまとめ
る。 

全所属 
（任意） 

 

（注意）「危機」とは、三重県危機管理計画で次のとおり定義しています。 

『県民生活に好ましくない影響を及ぼす事態及び県の組織運営において県民の信頼

を損なう事態を「危機」とする。』 

 

（４）研修の進め方 

本来は、対面での話し合いによる実施を行うこととしていますが、新型コロナウイルス感染症拡

大阻止に向けて、職員同士の接触機会の低減を図る取組を進めている時期であることから、所

属の実情に応じた実施形態により工夫して行ってください。 

以下の進め方は一例（話し合いによる実施）です。 

【テーマ１】危機の芽（＝リスク）への対応 

  ① 課長等は、研修実施時に有意義な話し合いが行えるよう、研修実施日前までに、あら

かじめ課員等に対し、「リスク発見ツール」等を参考にして、リスクやヒヤリハット事例の抽

出を行うよう働きかけを行う。 

     ※リスクとは、放っておくと危機につながる恐れがあると感じる事象 

     ※ヒヤリハット事例とは、危機や事故に至らずとも「ヒヤリ」、「ハッ」とした事例（「ヒヤリハット」

にとどまらなかった事例も対象とする。） 

② 研修では、参加した職員が日常業務の中で気付いたリスクやヒヤリハット事例を出し合

う。 

〔ポイント！〕 

     「リスク発見ツール」を参考に、日常業務を進める中で、「そのままにし

ておくと危機に発展するのではないか」と気になっていることを挙げてみ

てください。 
       また、これまでに経験した「ヒヤリハット事例」を思い出してみてくだ

さい。   

③ ②で出し合ったリスク、ヒヤリハット事例について、危機に発展させないための未然防止

対策について話し合いを行う。 

④ 課長等は、②、③で話し合った内容を様式３「リスク対策検討シート」にまとめる。 

    ※リスク、ヒヤリハット事例ごとに１シート作成すること。 

 

※１ 令和２年度から、コンプライアンスの推進に向けた内部統制制度において、リスクを認

識し、対応策を講じるために、各所属で「内部統制リスクマネジメントシート」を作成しま

す（令和２年５月１２日付けで別途、行財政改革推進課から依頼済み）。【テーマ１】の

内容が「内部統制リスクマネジメントシート」に全て反映されている場合、④の様式３「リ

スク対策検討シート」の作成、提出は省略可とします。 

 



【テーマ２】発生してしまった危機への対応 

① 今年度内に所属の所管する業務において発生した危機事案を出し合う。 

② 危機事案に対して、次の２点について話し合いを行う。 

Ⅰ 再発防止のための対策 

〔ポイント！〕 

  再発防止のための対策を考えるためには、まず、どうして危機が発生し

てしまったのか、その原因を明確にする必要があります。色々な角度から

危機発生の原因を考え、二度と類似の危機を起こさないためには、どのよ

うな対策を行えばよいかを検討してください。 

Ⅱ 今回の危機対応の問題点 

〔ポイント！〕 

類似の危機が再度発生した場合に備えて、今回の危機への対応が問題な

く行えたか、改めて振り返ってみてください。 

発生した危機の大きさや内容によっては、更に「危機発生時の対応チェ

ックリスト」を使った検証も行ってみてください。 

③ 課長等は、①、②で話し合った内容を様式４「危機事案に関する検証シート」にまとめる。   

※危機事案ごとに１シート作成すること。 

 

【テーマ３】他所で起こった危機への対応 

① 課長等は、新聞等で報道された他所の危機事象をスクラップしたり、リアルタイムメール

（危機管理課が不定期で配信するメールマガジン）を参考にする等、研修実施前にあらか

じめ話し合いの題材を準備しておく。 

 〔ポイント！〕 

   他所で起こった危機事象が、自所属に関わりがないものでも結構です

ので、話し合いを進めやすい題材を選んでください。 

② 研修では、他所で発生した危機事象を題材に、次の２点について話し合いを行う。 

Ⅰ 問題が発生した原因等 

〔ポイント！〕 

   新聞記事等を読んで、危機事象の発生原因などについて話し合いを行

ってください。 

Ⅱ 対処案 

〔ポイント！〕 

危機事象を発生させないために、事前に行っておくべきだったと考え

られる対策や、事象が発生した際の対処方法として、より良い対処方法

がなかったかについて話し合ってみてください。 

③ 課長等は、②で話し合った内容を様式５「危機事例研究シート」にまとめる。 

 


